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PRESENT  STATUS  OF SPring-8

長期利用研究制度は、ビームタイムを集中的・計

画的に利用することで顕著な成果が期待できる課題

に対し、最大３年間の長期利用を可能にするシステ

ムです。一般利用研究課題の枠内にあり、選定され

ますと、ビームタイム配分枠の20％までを限度に優

先的に利用できることになっています。この制度を

利用するためには、一般の課題の選定基準に加えて、

長期的なビジョンで研究が明確に捉えられているこ

と、また、長期的に利用することによって単発の実

験では無理な傑出した成果が得られると期待できる

ことなど、いくつかの用件を満たすことが要求され

ます。書類審査に続く面接審査に始まり、中間評

価・事後評価ともにヒヤリングによる評価が入って

きますので、課題申請者のみならず審査員にとって

も負担の大きい作業です。マシンタイムを上限20％

まで優先的に配分するわけですから、一般ユーザー

に対する影響も大きく、厳格な選定を実施していま

す。また、審査結果は、理由を付して公表されます。

現在までに、瀬戸課題（2000B）、田村課題（2000B）、

早川課題（2000B）、高田課題（2001A）、菅課題

（2001B）、小泉課題（2002A）、守友課題（2002B）、

巽課題（2003A）、Cramer課題（2003B）、村上課題

（2003B）、小賀坂課題（2004A）および、Fons課題

（2005A）の12課題が長期利用研究制度で選定され

ました。

長期利用研究課題は実験開始後１年半から２年で

中間評価を受けます。書類およびヒヤリングによる

審査により、利用研究の進捗状況の報告を受け、当

初計画と実施状況を評価し、３年目の利用が適当か

どうかを判断されます。

長期利用課題による研究の目的達成度等を把握す

るために事後評価を実施することになっています。

事後評価の一環として、実験を終了した後に開催さ

れるSPring-8シンポジウムで、得られた成果が取り

纏めて発表されます。この２年間には、初期の5課

題が事後評価の対象となりました。2000B期に開始

した瀬戸課題（BL09XU）、田村課題（BL04B1、

BL 2 8 B 2、BL 0 4 B 2、BL 3 5XU）、早川課題

（BL39XU、BL37XU）は、2003A期で実験が終了し、

2003年11月12日開催のSPring-8シンポジウムで、ユ

ーザーに公開された形での成果発表と質疑応答が行

われました。同様に、2001A期に開始した高田課題

（BL10XU）と2001B期に開始した菅課題（BL25XU）

については、2004年10月18日開催のSPring-8シンポ

ジウムの中で発表と質疑応答が行われました。

SPring-8シンポジウムに引き続き、事後評価委員会

による評価が別室で行われました。評価結果は、諮

問委員会の了承を得た上で公表されます。また、実

験責任者は、長期利用課題の成果をアピールするた

め、利用者情報誌にわかりやすい解説記事を掲載す

るよう求められます。

本分科会は、各期ごとに面接審査とヒヤリングに

よる中間評価をSPring-8のサイトで行っており、分

科会委員の方には多大なご無理をお願いしてきまし

た。また分野によっては、分科会委員以外の方にも

審査をお願いしました。ご協力に対し厚くお礼を申

し上げます。色々とありがとうございました。
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